

【遺産分割協議書記載例】基本様式（契約地のみ）
（センター契約地のみを遺産分割対象とする場合。被相続人甲野太郎が死亡し、妻甲野花子・長男甲野一郎・二男甲野二郎の３名が相続する場合の記載例）
遺産分割協議書（記載例）
[bookmark: _Hlk152752745]本　　　籍　　　　○○県○○市○○町○○丁目○○番○○号
最後の住所　　　　○○県○○市○○町○○丁目○○番○○号
被 相 続 人　　　 甲　野　太　郎　（令和○年○月○日死亡）
上記の者の相続人全員は、被相続人の遺産について協議を行った結果、次の通り分割することに同意した。

１、次の土地および分収造林契約における造林地所有者の地位（現に発生し、また将来発生する権利義務の全てを含む）並びに分収造林契約に基づき植林された造林木の共有持分（○分の○）は、相続人甲野花子が取得する。
【土地】
所　　　在　　○○県○○市○○町○○丁目
　地　　　番　　○○番○○
　地　　　目　　○○○
　地　　　積　　〇〇○○．〇〇㎡　

【分収造林契約】
　○年○月○日付分収造林契約（森林契○○第○○○○号）


以上のとおり、相続人全員による遺産分割協議が成立したので、本協議書を○○通作成し、署名押印のうえ、各自1通ずつ所持する。
 
令和○年○月○日

[bookmark: _Hlk153879216]【相続人甲野花子】
（住　所）　　○○県○○市○○町○○丁目○○番○○
（相続人）　　甲　野　　花　子　　　　　　　　実印

【相続人甲野一郎】
（住　所）　　○○県○○市○○町○○丁目○○番○○
（相続人）　　甲　野　　一　郎　　　　　　　　実印

【相続人甲野二郎】
（住　所）　　○○県○○市○○町○○丁目○○番○○
（相続人）　　甲　野　　二　郎　　　　　　　　実印
[bookmark: _Hlk154396552]

【補足説明】
1） 　契約土地の登記名義人と分収造林契約の名義人名は必ず一致する必要があります。遺産分割協議書に被相続人が所有する契約地全てが記載されているかどうか確認してください。
２）　遺産分割協議成立の真正を担保するため、法定相続人全員（記載例：甲野　　
花子、甲野一郎、甲野二郎）の印鑑証明書を添付してください。
３）　遺産分割協議書の実印と印鑑登録証明書に登録されている印鑑が同じかどうか、必ずご確認ください。
４）　法定相続人の中で相続放棄をした者がいる場合は、相続放棄受理証明書を添付してください。相続放棄受理証明書の発行については、以下の裁判所のＨＰをご参照ください。
https://www.courts.go.jp/tokyo-f/saiban/tetuzuki/syosiki03/index.html




